
 
 

 

 
 

寒
さ
厳
し
か
っ
た
今
冬
で
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
桜
の
便
り
が
届
く
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
の
桜
の
開
花
は
、
三
月
の
気
温
が
平
年
よ
り

高
か
っ
た
こ
と
か
ら
全
国
的
に
例
年
よ
り
早
く
、
飯

山
城
跡
公
園
の
桜
は
例
年
よ
り
七
日
早
い
四
月
の

十
五
日
の
予
想
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
職
員
も
入
り
、
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

職
員
一
同
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

ご
あ
い
さ
つ 

事
務
長 

土
屋
伸
二
郎 

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
け
で
事
務
長
と
し
て
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
土
屋
伸
二
郎
と
申
し
ま

す
。 

 

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
ご
家

族
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
精
一

杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
望
岳
荘
は
、
現
在
の
場
所
に
移
設
し
て
十
一

年
が
経
ち
ま
す
が
、
開
所
以
来
四
十
年
と
い
う
歴
史
の

あ
る
施
設
で
す
。 

ま
た
、
本
入
所
者
九
十
人
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
六
人

と
い
う
北
信
管
内
で
も
大
き
な
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
施
設
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

や
人
と
し
て
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
、
誰
も
が
心
安
ら

か
に
、
そ
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
目
配
り
、
気

配
り
、
心
配
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
の
つ
な
が
り
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
地
域
、
行
政
、
学
校
、
企
業
等
と
の
連
携
を

密
に
し
、
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気
づ
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
意
見
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま

す
。 

 

望
岳
荘
行
動
目
標 

 

望
岳
荘
で
は
、
昨
年
か
ら
よ
り
良
い
施
設
を
目
指

し
て
年
間
行
動
目
標
を
定
め
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
度
の
年
間
行
動
目
標
は
、 

・
笑
顔
（
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
） 

・
あ
い
さ
つ
（
誰
に
で
も
あ
い
さ
つ
す
る
。
利
用
者

様
も
ご
家
族
も
来
荘
者
も
職
員
に
も
） 

・
や
さ
し
い
心
（
や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
利
用
者
様
、

仲
間
に
接
す
る
。
ご
利
用
者
主
体
の
施
設
で
あ

れ
） 

の
三
点
で
す
。 

望
岳
荘
四
月
の
月
間
目
標 

 

望
岳
荘
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
月
間
目
標
を
定

め
、
通
常
よ
り
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

四
月
の
月
間
目
標
は
「
全
て
は
利
用
者
様
の
た
め

に
考
え
行
動
し
よ
う
」
で
す
。 

 

年
度
当
初
に
当
た
り
、
基
本
に
立
ち
返
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

 

三
月
誕
生
会
を
開
催 

 

三
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
誕
生
会
を
、
三

月
二
十
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
十
一
名
と
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。 

食
堂
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス

デ
ィ
の
歌
を
歌
い
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

平成２５年 

４月１０日 

記念写真とお祝いの

メッセージが書かれ

たカードを贈られた

３月生まれの皆さん。 



職 
員 

人 

事 

 

四
月
一
日
付
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

な
お
、
今
回
の
異
動
に
合
わ
せ
て
、
生
活
相
談
員

兼
介
護
支
援
専
門
員
が
一
名
増
員
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
と
の
連
絡
・
調
整
体
制

が
よ
り
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

少
し
の
間
不
慣
れ
な
点
が
あ
ろ
う
か
と
か
と
思

い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
不
安
に
感
じ
た
り
、

日
々
の
生
活
が
変
わ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
転
出
職
員
】 

事
務
長 

 
 

梅
嵜 

伸
一 

（
木
島
平
村
役
場
へ
） 

介
護
支
援
専
門
員 

 
 

 
 

 
 

渋
川 

里
美 

（
事
務
局
へ
） 

看
護
師 

 
 

大
平
由
美
子 

（
千
曲
荘
へ
） 

介
護
員 

 
 

幸
野 

美
紀 

（
高
社
寮
へ
） 

介
護
員 

 
 

山
﨑 

美
和 

（
菜
の
花
苑
へ
） 

嘱
託
看
護
師 

小
林 

恵
利 

（
菜
の
花
苑
へ
） 

【
転
入
職
員
】 

事
務
長 

 
 

土
屋
伸
二
郎
（
木
島
平
村
役
場
か
ら) 

生
活
相
談
員
兼
介
護
支
援
専
門
員 

 
 

 

外
谷
香
代
子 

（
事
務
局
か
ら
） 

介
護
支
援
専
門
員 

 
 

 

服
部
信
太
郎 

（
高
社
寮
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

山
岸 

孝
子 

（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

岡
田
真
喜
子 

（
千
曲
荘
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

上
野 

真
紀 

（
育
児
休
業
明
け
） 

介
護
員 

 
 

市
川
麻
梨
亜 

（
育
児
休
業
明
け
） 

嘱
託
看
護
師 

芳
川 

知
子 

（
千
曲
荘
か
ら
） 

嘱
託
看
護
師 

高
橋
あ
や
子 

（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

嘱
託
介
護
員 

宮
崎 

優
也 

（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

嘱
託
介
護
員 

新
井 

駿
也 

（
新
規
採
用
） 

嘱
託
調
理
員 

竹
内
志
津
代 

（
新
規
採
用
） 

 

第
三
者
委
員
を
再
任
し
ま
し
た 

 

望
岳
荘
で
は
、
施
設
が
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ

の
苦
情
解
決
に
社
会
性
や
客
観
性
を
確
保
し
、
利
用
者

の
立
場
や
特
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
対
応
を
推
進
す

る
た
め
、
第
三
者
委
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
委
員
に
、
次
の
皆
さ
ん
を
再
任
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
任
期
は
四
月
一
日
か
ら
二
年
で
す
。 

伊
東
重
誓
さ
ん
（
木
島
平
村
中
村
） 

小
林
恵
子
さ
ん
（
木
島
平
村
小
見
） 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

行
事
の
お
知
ら
せ
【
四
月
中
旬
～
五
月
】 

 

四
月 一

五
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

一
九
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

二
二
日 

音
楽 

 
 

 

（
音
楽
） 

二
四
日 

誕
生
会 

 
 

（
お
昼
） 

三
〇
日 

選
択
食 

 
 

（
お
昼
） 

 

五
月 二

日 
 

手
工
芸 

 
 

（
午
後
） 

七
日 

 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

 
八
日 

 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

十
七
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

 

〃 
 

家
族
会
役
員
会
（
夕
方
） 

二
十
日 
理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

二
二
日 

誕
生
会 
 

 

（
昼
） 

二
四
日 

音
楽 

 
 

 

（
午
後
） 

二
八
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

二
九
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

三
十
日 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影 

 

三
一
日 

緊
急
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
訓
練
（
夕
方
） 

 

  

お 

知 

ら 

せ   

☆ 

面
会
に
つ
い
て 

今
年
の
冬
は
、
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
報
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
面
会
に
つ
い
て
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様

方
に
は
大
変
ご
迷
惑
や
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
当
施
設
の
利
用
者
か
ら
は
感
染
者

が
出
な
く
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

春
も
本
番
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
陽
気
も
良
く
な
り

ま
す
。
春
物
衣
類
と
の
交
換
が
て
ら
に
、
面
会
に
お
出

か
け
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
四
月
二
十
二
日
（
月
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

通
帳
の
写
し
は
四
月
十
日
現
在
で
す
。
残
高
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


